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（四
面
へ
つ
づ
く
）

一　壽帥帥囃降印昭哺轄命‐こ師毎へ抜
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反
革
命
関
大
学
長
広
瀬
に
鉄
鎚

分
の
三
書

Ｉ

採

一燿

工
日
圧
倒

目
の
学
暉
闘
争
を
立
ｒ
澤
エ
ス
“
い
の

震

雀

ヨ
争
罰

こ

の
へ
‘

一Ｔ
を
置
エ
ル
そ
０

，
■

そ
●
ｏ
こ

口
査

３

曇

禽

言

需

慧

ヨ
っ
て
い
る
戦
〓
と
の
選
書
を
か
ち
と

ツ
■
体
制
ｒ
蒻
確
に
大
学
螂
争
に
ヽ
す

含

●
号

黒

、
著

薯

、

大
の
革
命
申
堅
一
違
の
予
に
よ
っ
て
、

怪

倉

李

〓

憎

雰

至

ｉ

ｔ

一ま
た
、
ｔ

憫
嘔
嶽
絣
霙
愧
鱚

と
鼻
買
慰
あ
分
岐
を
更
艦
傷
‘
Ч

”
露
蒟
落
要
葉
巌
些
髭

に
、
壺
覇
婚
醤
レ
・つ
る
蒙
暑
夢
高
い
つ
Ｏ

Ю
螢
借

，
饗
〓
想
つ
の
　

　

合
と
い
う
組
織
が
捏

は
、
壁
お
か
を
全
△
民
０
だ
嬰
り
Ｐ
し
た
０
て
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
範
囲
を
縦

訛
鐙
餞
欲
螂
蜀

へ
向
け
た
〓
珂
”
空
型
沸
へ
と
高
あ
上
げ
‘
は
な
ら
な
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
す
る
こ
ル一
ほ
適
当
て
な
で

申
蛉
誦
鞭
就
雖
隷
認
議
　
　
‐‐
，
‐９
批
准
租
止
・
北
大
阪
武
装
占
拠
闘
一
の
戦
士

難
一了
璽ド
　
大
田
垣
君
一爺
輻
櫛一盤
屋

羅
兒
晰
疇
が
　
　
　
　
　
　
　
　
２
・１５
「守
る
人

凝
癬
務
轟
八
鰊
鞍
誦
一螂
鰊
歿
渫
剰
了
鰊

雇
に
反
対
す
る
渦
露
巻
き
超
そ
う
′
　
わ
を
“、
‘
載
聖

霊
署

の
色
菫
盤
を
調
彗
る

　
社
奎
窟
を
含
Ｃ
姿
ａ
水
き
套
サ
意
見
る
。
　

ょ
っ
審
じ
ま
お

谷
川
選
義
■
”
不
雇

震

対
す
る
金
、
壼

驚

一含
な
猛
り
ξ

きヽ
る
お
一苺
髯

。
１

■
●
．
企
書

お
け
る
こ
の
う

な
解
雇
ほ
社
霧^

欝

に
　

需

巽

２
、
■

組
ミ

奮
菫

』
　

せ
殺
す
も
自
由
」
き

量

の
本
李

督

定

の

ど

基

¨
せ
Ｆ

尋

し
３

．
基
奮

に

、　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

藤

斎

基

辞

い

％ヽ
務

や
一‥

８

誓

大
奎

　

一
統

、

議
集
駆

醐

酢

世

ぜ

農

謡

熟

解

説

理

一
鷲

ィ
■

′
―

■

一

′
れ

に
対
し

て
当
キ
の
如
く
ま
き

っ
基

Ｓ

〓

を

薔

セ

扇

Ｔ

は
、
■

工
ξ

骨

豊

実

衆

子
´
一
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
■
莱

訊
給冬
劣
捕
一蝙
一麒
Ｌ
●
調
議
笏
蒻

８
年
程
に
は
一Ｕ
′

，
な
い
。

卜
，

に
千
二
千
・

，
す
る
●
鮨
な
大
す
と
も
に
戦
報
を

，
ζ
う
固
め
て
い
る
．
一
月
二
十
六
日
●

か
ら
か
け
つ
け
た
二
一

一
派
を
毬
さ
し

妬
減
一撃
諄̈
璃
い ３

諄
獣

分
漫

〓

〓

１

■

Ｉ

‘

・描

し
一
構
召

£

奮

τ

略

，
ｆ

さ
ｔ

モ

″

，
と

ら

学
橿

■
撃

環

葛

〓

そ

．
そ
ξ

２

■
に
ヽ

Ｒ

お

筒

鷺

、

Ｃ

で

実

否

中
ま

油
化
計

覇

〓

送

力
Ｅ

ｆ

は
、
準

二

薔

〓

潜

１

４

い
。

も
つ
伊
一な

研̈
↑き
上
〓
撃
一ｔ

，
Ｅ
き
上
を
、昨秋鷺
ほ
〓
、

え

力
と
２

岳

突
慮

謝

重

要

ぶ

習

セ

リ

、
そ
２

模

口
暑

番

に
、
獅
景

ら
、
選

し
一ｉ

り
、
洗
総

〓

た

の
意

味

７．
箋

大
学
を

る
賦
乱
Ｅ
的
弾
■
で
０
る
●
一●
し
一

ヤ
入
学
の
値
上
げ
を
発
表
し
た
の
か

‐

〓
聟
業
●

すヽ
７
緩
置
ビ

か
な
な
な
ら
な
い
。
昨
年
を
通
し
て
、

の
な
い
「準
青
ｉ
〓
〓

，
饉

い

氏
，

一学
生
の
眼
は
、

主
残
な
の
で
あ

こ
●
ら
経
済
主
義
者
逮
は

「学
費

あ

Ｆ
え

る
こ

、
そ
セ

一
一カ
婚

い
Ｅ

●
〓
て
直
菫
し
て
い
る
謀
題
で
あ
り
、

れ
の
出
発
点
が
多
つ
の
で
あ
う

こ
れ

て
い
っ
一一́
とヽ
）一そ
れ
は
ヽ
端
的
に
一下

‘
Ｌ
ン
を
支
げ
一〓
ら
と
い
っ
一ヽ
、
従

程
　
”
法
改
〓

′保
ま
巫

，
オ
選
一
照

姜

里

黛

の
督

“

書

体

景

二

樹

性
堪

彙

し
た
ｔ

Ｉ

ｆ

、
壼
畠

■
撃

の
大
喬

贅
一騨
舞
菱
に
垂

一一卿鵠̈一一輔

一　
´
し

■́
一れ

，ち
の
園
い
●
■
未
の
一

つ
重
力
一股
の
鷲
長
を

，
〓
す
る
の
で

〓

く
一ヽ
、
露

」́、
橋
方
聞
遜
菫

●
完
の
３
設
”
飛
厳
的
な
強
化
と
、
そ

し
て
革
命
的
人
栞
と
の
■
体
的
ｌ
ｔ
鐵

術
暮

一
促
進
も

ヽ

言

ほ
雷

れ
な
け
一
ば
な
ら
な
い
の
だ

一
こ
１

窯

現
セ

コ
操

皇

と
こ

と
，

な

い
．

ま
た
■
●

たヽ
設
に
対
し
て
、
日
和

■
●
確
認
し
な
け
れ
ば
一，
り
な

し
ヽ

も

晨

襲

に
零

ξ

主

ら

晏

灌

が
、
薄
ｌ

Ｃ

〓

た
鰤
い
″
し
て
の
ふ
最
後
ま
一■
薇
さ
す
よ
●
で
立
な
い
よ
つ
一、
革
″
”
〓

●
２

を

意

．
学
儀

〓

磨

買

う
ま

こ
菫

〓

、
学
貫
撃

で

葉

あ

潔

、
武
奎
撃

３

野

τ

々

、
権
蓄

■

ま

る
姦

的

ち
た
え
贅
ξ
ｌ
２
去
三
菫
ｉ
ｆ
奎
ｉ
み
誉
い

し
て
著
実
に
看
栞
し
て
い
か
た
く
て
は

一
う
こ
と
を
、
わ
０
わ
れ
に
は
っ
工●

，
こ

有
―
の
考
言
彗
葬
富

Ｔ
ｊ
こ
な
は
ち
お
。

墨

た
の

，
っ
た

中
Ｅ

晨
ラ
け
、
一

‘

■
一ヽ
」ヽ
お
い
て
、
う
〓

葉

晨
雀

で
「撃

魅
型

書

亀

二

選

サ
晨

彙

密

；

心
寝

治

れ
は

ζ̈
，

な
い
．
菫
々

豊

分
ζ

不
↓
烏

左
手

、
姜

Ｔ

■
元

準

の
高

●
雰

遷

こ

に
じ

ξ

、
輩

家

番

言

祢
と

つ
、
「垂

撃

に

の
工
し
い
垣

，
ｔ
ヽ

て
、
克
”
し
て

監

¨ヽ

１

●
〓

―

援

載

の
中
の
悪
し
き
颯
健
ヽ

ズ
ム
、
子

チ

全

一襲

」
■

■̈

●

●
¨
■

も
■

■

一な

一
●

こ

ニ
ン
）
と

「
全
面
的
な
“
浩
蓼
聖
寺
」

と
の
有
幾
的
な
お
●
を
な
し
て
、
テ
ロ

■

優

戟

・
震

経

、
さ

見

な

し
そ
２
●
し
な

，
ら
も
、
結

果

と

な
け
れ
ば
な
ら

， な
い
。

同
十
讐
君
、
読
著
覇
有
、
学
生
薔

以
，．一の
こ
と

，議

く
健
鶯

し
、

て
な

お

憑

襦

え
ら
■

２

こ
れ
ら
の
■
一
と
た
ヽ
え
た
い

，
事

ら
な

露

て
０
こ
う
。
繊
・，
７

，
に
以

弓
、
道
派
ξ
上
Ｌ
ｉ
看

へ
の
決
意
■
５
や
０．

結
合
わ
い
で
菫
Ｆ
ｔ

．^
学
日
主
義
、

め
、
大
担
に
Ｌ
赳
ル
大
道
を
進
軍
せ

い
，

日
籍

番

民

豊

，

ユ

前
Ｅ

し
重

２

１

は
、
ヨ
本

神

撃炎
名
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は
も

な
じ

、
そ

の
こ
と
事

話

は
な

お

．
　

２

奎

鷲

耗

急

同
ｉ

ｔ

は

電

派
事

の

ぶ

、
厠
電

「焉

雪

吉

ズ

〓

長

〓

セ

　

ン

ニ
あ

】
事

　

　

　

　

　

　

　

が
、
そ
■

モ

肇

的
Ｅ

馨

れ
、
考

ゆ
る
暑

里
ス

そ

な

２

し
か
К
菫
０
い
党
内
―
セ
置
口

，
，

農
聖
じ
た
人
々

時
●

し́
て
と
ら
ネ
ξ

，れ
ね
ば
な
つ
な
い
。
ロ
シ
ア
革
命

日
本
革
〓
競

二
聖
ス
通
●
的
な
総
■

，
欠
く
こ
ｔ
ｔ
べ

０
ロ
ツ
ア
贅
〓
〓
要
を

，

ヽ
■
デ
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
の
、
あ
掟
ゆる
地
方
の
〓
８
場
６
さ
れ
ず
、
実
の
菫
遅
的
　

さ
ｃ
、
わ
れ
０
一
の
キ
い^な
寛
一一̈
Ｆ
４

， 一は
お

，
■
が
■
一
Ｌ
〓
あ

っ̈
た
０
そ
ゃ

を
３

は
二

は
〓

７
ン
タ
ー
に
撃
る
ヽ
ラ

一一ご
キ
の
党
派
躙
争
　
っ
ヽ

不
Ｌ
讐

３
せポ
リ
タ
Ｚ
〓
図
■
生
装
一塩
重
ツ

，
ま
ま
■
事

一ヽ

す
０凛
可
”
■
判

共
〓
一ヽ霙
　
　
な
ヨ
〓
●
こ
２

，，
■

い
爆
り
、
わ
れ
わ
れ
瞥
男

に
を
聾
一
こ
ν
′．も
０
お

〓
は

Ｆ
つな
い
し
、

薔
畠

察

モ

堵

誉

一の
見
雲

ｔ

Ｆ

を

と

菫

セ

菫

重

〓

れ
も

そ

う

三

一一τ

・イ

Ｅ

桂

ξ

〓

た

。
委

季

言

〓
塁

吉

０
雰

馨

鍔

菫

１

，
ｉ

夕
多

秀

を

９
慇

画議

害

ま

な

鰻

壼

な

し
；

ヨ

〓
霊

験
諄

書

〓

〓

Ｌ

〓^

〓

一

も
、
そ
ｔ

，

撃

も

豊
塁

磨

生
會

３

蛋

８

●
は
、
ボ
ダ

〓
，

三

イ
χ

あ

霜

塁

戦
目

３
，

想

Ｆ

セ

２

Ｅ

窪

懲

こ

に
　

塔
農
高

３
　

　

　

　

　

　

　

　

ルは
巣

Ｉ

．
そ
３

餘

景

霧

書

ｔ

，
手ヽ

い
．
１

は
Ｒ

Ｅ

〓

磐

電

富
Ｙ

，
チ
ｆｌ
ｌ

；

１

甚
で
２

Ｅ

装

ｔ

螢

一
■
、
社
蒙

外
き

、
合
桑

常

Ｉ

て
、
輌
鎖
、
組
織

な

こ

海

奎

秀

壺

場

〓

し

１

〓

■

●
■

議

■
嬌

〓

発

　

　

　

　

　

　

Φ
窟

雰

霞

登

は
ぎ
‘

せ
、
幾

摺

、
構

し
て
と

２

著

）１

讐

６

蓮
●

，

ζ

，
・́
一
〓

の
た̈

か
、

モ

ｔ

か
、

場
義

一
゛
珪
理

一
空

っ
て
曜

，

凛

彗

晏

し
｝、
い
を

三

ア
ン
ド
●
〓

一〓

と
共
″を

一ヽヒ

■ヽ
大
ξ

８

民
に
対
す
る
癸

鰤
蛛
撤
颯
｝

″

』
詳

´
室

湮
・の
ほ
を

卜

を
鬱

Ｌ

難

】
一
彙

縫

雄

鶴

解

驚

≒

難

影

襲

蒻

要

講

鷺

灘

聾

や
秘

準

装

幹

攀

醸

騨

襲

¨
れ
謀

醍

誠

馨

晴

乳

豪

量

軸

鶴

殊

■

‥

る
黒

驚

〓

〓

ぶ

〓

「
翼

一き

は
、

，

ア
彗

』
電

恙

雰

ｎ

ｌ

二
季

共
奨

３

．
一九

た
。
ら

綺
■
、
当
平

亀

君

野

一拿

兵

普

す
亀

晨
彗

昏

〓
蔓
き

夕

〓
じ

．
　

′

こ
な

書

層

嚢

は
、
彗

１

馨

や
、
■
　

ｏ
Ｐ

Ｒ

Ｅ

Ｉ

ミ

ー

〓

〓

，
一あ

し

長
主

豊

Ё

更

貴

＾
一発

０

の
寝

２

３

二
重

か
実

業

量

ｉ
僣

三

‘

イ

〓

っ

し

，

醤

ら

二

〓

Ξ

も
具

〓

〓
そ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ
の
督

〓

ｉ

〓

ｉ

ヽ

景

壇

毒

実

ネ

ー

〓

あ

Ｆ

ｉ

悟

〓

■

せ

ド

嵩

０

囀
辟
築
鉤
鞣
懇
臨
雛
犠
鰯

〔郵
馴
割
到
馴
列
翔
喝
　
勧鰈
粥
轟
鰺
櫂
一饗
聟
議
勲

く
、
し
ば
し
ば

「
地
獄
」
に
一■
し
て
い
る
も
の
な
の
だ
ヽ
　
　

●
■
■

気̈
し
つ
つ
■
日
車
全
を
途
成
し
を
毛
●
■
の
″
受
　
郷

一
夜
Ｒ
Ｇ
に
　

，

Ｏ
　
入
以
来
の
担
動
の
も
つ
大
果
Д
　

一■
に
薇
拠
培
一
と
い
う
Ｌ
■

，
●
す
一十
日
ヽ
■

た
の
は
〓
　

． ■
な
げ
五
す
●
■
に
桑
■
し
〓
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
レ
ー
こ
　
か
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
日
常
的
ｔ
ｉ

，
い
中
‘
■

，
餞

一鱚
一一〕鵡
騨　
第
一次
Ｒ
ｃ
以
降
の
城
果
を
踏
み
ユ
た
め
　
鰈
鶴
翼
難靭
鋳
一紳礼
躙
議聰珈
鍵
憚
鰤
』

一轍
鸞

嚇螺鑽
　

党
的
実

践

へ
の
更

な

る
巨
歩

を

ノ

． 　

　

　

諄
Ｌ

離̈
一“湖語

欝
）髄
巽
菫

祭
一辮『中鐸
一覇

３一一翻製一壽
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